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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は「第一編 『万葉集』と中国文学」、「第二編 中日文学の環流」、「第三編 筆談
と東アジア文化交流」、「第四編 黄遵憲と日本」、「第五編 近現代中日関係史研究」という
五編および「人名索引」、「書目索引」、「あとがき」によって構成されている。 
「第一編 『万葉集』と中国文学」は六章によって構成されている。 
「第一章 『万葉集』総論」では『万葉集』の名義、分類、形式、構成などを概説し、後
半では万葉四期の代表的歌人額田王、柿本人麻呂、山上憶良、大伴家持について詳説してい
る。 
「第二章 額田王の『思近江天皇作歌』と宮怨詩」は初期万葉の代表的歌人額田王の「君
待つと 我が恋ひ居れば 我が屋戸の 簾動かし 秋の風吹く」（巻四・488）という歌を比
較文学的視点から論じたものであり、先行研究をふまえながら、「簾と宮怨」、「秋風と怨詩」
に分けて漢代以降の宮怨詩からの影響を論究している。 
「第三章 大伴旅人の『讃酒歌』における猿について」は、大伴旅人「讃酒歌」の一つ「あ
な醜 賢しらをすと 酒飲まぬ 人をよく見ば 猿にかも似る」（巻三・342）という歌の出
典を、『史記』や『漢書』、『宋書』、『文選』などに多出し、項羽などの高官を罵倒する「沐
猴而冠」という有名な故事に求めて考究したものである。 
「第四章 「楽府詩と『万葉集』」は内容（男女の誓言）と形式（掛詞の使用）の両面か
ら、中国の民間歌謡である楽府詩と『万葉集』の相似性と相違性を論じたものである。 
「第五章 万葉文化館と万葉古代学研究所」と「第六章 中西進先生の『万葉集』研究」
2 
 
は、中西進の万葉研究の特色を論述している。 
「第二編 中日文学の環流」は四章に分けて、中日文学交流の実態を論考したものである。
「第七章 東アジア三国における『臨刑詩』の伝承およびその背景」においては、先行研
究を踏まえながら、『懐風藻』に見られる大津皇子の五言詩「金烏臨西舎、鼓聲催短命。泉
路無賓主、此夕離家向」を「臨刑詩」と名づけ、六朝の陳叔宝、五代の江為、明の孫蕡、
朝鮮の成三問、清の金聖嘆、戴名世、民国の葉徳輝など一連の類型詩を、東アジアの文学
環流という視点から考察している。 
「第八章 楊貴妃渡日伝説の流変およびその原因」は熱田神宮に伝わる楊貴妃伝説につい
て、歴代の関連文献を掘り下げて整理したうえで、その伝説の背景として、日本における『長
恨歌』の流行と影響、熱田における徐福伝説の影響、蒙古襲来以降の中日間の緊張関係、熱
田神宮における日本武尊の信仰という四点から論証している。また、日本で生まれた楊貴妃
伝説が、明の宋濂「賦日東曲」、清の文廷式「桜花絶句」などを通じて、中国にフィードバ
ックしたことも明らかにされている。 
「第九章 中国における和歌・俳句の流伝と影響」は中国で創作された山上憶良の歌「い
ざ子ども 早く大和へ 大伴の 御津の浜松 待ち恋ひぬらむ」（『万葉集』巻一・63）、阿
倍仲麻呂の「天の原 ふりさけみれば 春日なる みかさの山に いでし月かも」（『古今集』
巻九・406）を紹介した上で、和歌が誕生してまもなく、遣唐使たちによって中国で作られ
た文化史的意義を指摘している。 
「第十章 『漢字不滅、中国必滅』略考」では、魯迅が亡くなる直前に記者に述べた有名
な発言「漢字不滅、中国必亡」の背景と真意を分析し、漢字の中華文明の連続性維持の礎に
ついて論述している。 
「第三編 筆談と東アジア文化交流」は三章に分けて筆談の文化史的意義について論じた
ものである。 
「第十一章 首届駐日公使館員在日筆談資料研究」は「日清修好条規」の締結および初代
駐日公使館員の来日、筆談の主要参加者（来日の清朝初代駐日公使館員、日本寓居中の民間
文人、日本遊歴の文化人、日本人、朝鮮人に分類）および筆談資料の所蔵状況を詳しく紹介
したうえで、筆談資料と外交（琉球帰属交渉、朝鮮開国など）、および筆談資料と文化交流
（漢詩の唱和、詩文の切磋、資料の提供など）などに分けて、筆談資料の文献的価値を詳論
した。 
「第十二章 黄遵憲『朝鮮策略』における日本的要素」は 1880年に来日した朝鮮修信使
の金宏集が一ヶ月ほどの東京滞在期間中、何如璋、黄遵憲らと交わした六回の筆談記録を紹
介し、黄遵憲『朝鮮策略』の外交方針「親中国、結日本、聯美国、以図自強」、および内政
面での改革「結約」、「通商」、「富国」、「練兵」などを、『日本国志』との関連で論究してい
る。 
「第十三章 『大河内文書』刊行の文化史的意義」は筆談資料の内容紹介や影印出版の文
化史的価値について詳論したものである。 
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「第四編 黄遵憲と日本」は、四章に分けて近代中国の詩人で外交官として名高い黄遵憲
と日本のことについて論考したものである。 
「第十四章 黄遵憲と宮島誠一郎交友考」は早稲田大学や国立国会図書館に所蔵されて
いる『宮島誠一郎文書』を手がかりに、黄遵憲と宮島誠一郎の交友について、筆談よる情報
提供および文化交流の両面から論じたものである。 
「第十五章 黄遵憲『日本雑事詩』源流述論」は黄遵憲が来日二年後の 1879年に刊行さ
れた『日本雑事詩』（1890年改訂）の源流を竹枝詞と指摘し、海外竹枝詞におけるその位置
づけを試み、明治漢詩人の竹枝詞との比較を行っている。 
「第十六章 黄遵憲『日本国志』述論」は、『日本国志』の編纂過程、編纂動機、体例特
徴、主要な協力者、影響、版本などについて詳論している。 
「第十七章 黄遵憲『日本国志』の編纂と明治前期の日本漢学者」は参賛官として四年余、
日本に駐在した黄遵憲が 40巻、50万字の『日本国志』を編纂できたのは、筆談資料の解読
により、宮島誠一郎、青山延寿、石川鴻斎、亀谷省軒ら漢学者の協力を得たと論究したもの
である。 
「第五編 近現代中日関係史研究」は五章に分けて、近現代の中日交流史を論じたもので
ある。 
「第十八章 『宮島誠一郎文書』における琉球交渉史料」は『宮島誠一郎文書』における
筆談資料や宮島の日記『養浩堂私記』を手がかりに、宮島は筆談を通じて、当時懸案だった
琉球交渉の機密情報を手に入れ、大久保利通、三条実美などの明治高官に提供したことを究
明した。 
「第十九章 清末官民の日本政治法律視察述論」と「第二十章 『日本政法考察記』所収
書目解題」のうち、前者は清末官民の日本政治法律視察を、中央派遣と地方派遣の両面から
分析し、その時代背景、役割と意義を明らかにしたものであり、後者は顧厚焜の『日本新政
考』、但燾の『海外叢稿』、金保福の『扶桑考察筆記』など 15種類の日本視察記録を紹介し
たものである。 
「第二十一章 近代中国官民日本視察の歴史的意義」は熊達雲著『近代中国官民日本視察』
（成文堂、1998 年）のために執筆した書評であり、その内容を詳しく論評したうえで、清
末新政や立憲運動に対する評価の問題、視察者の貢献や限界性の問題などについて、筆者の
補足的私見も述べている。 
「第二十二章 新中国における日本老兵の改造と再生」は撫順や太原戦犯管理所で思想
改造により中国への侵略戦争を反省し、日本に帰国してから中国帰国者連合会を結成した
経緯や活動内容を詳論した。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、古代から近現代までという長いスパンの中で日中文学・文化交流史を「文化交
渉」という視点から考察しようとしたものである。 
 第一編では『万葉集』と中国文学について論じているが、特に第二章の額田王の歌と中国
の「（閨）怨詩」との関係を「簾」と「秋風」というキーワードを中ディンに言語学的な観
点も取り入れながら見事に解明している。「簾」が古事記や日本書紀には出てこないという
指摘も重要である。 
 第三章の大伴旅人の歌に登場する「猿」の記述に着目し、猿が中国では三国志辺りまでは
登場しないのに対し、古事記にはすでに「猿田彦」などの言葉が見えることや、史記などの
歴史書との関わりを丁寧に論じている。また、『楽府』と『万葉』との相関性の指摘も独創
的なものである。 
 第二編の中日文学の「環流」は、まさに、本論文のウリとなる部分でもあるが、東亜三国
（日中韓）の交流について、『懐風藻』を中心に取り上げ、受容と環流というダイナミック
な視点から論じていることは高く評価されるし、文化交渉学の一部分としても位置づけら
れる。和歌と俳句、漢俳などの日中間の詩歌交流に関する論考も注目すべきであるし、楊貴
妃伝説や徐福伝説も筆者の新しい視点が示されている。 
 第三編の「筆談」資料に関する研究は、著者によって切り拓かれたものであり、現在、「大
河内文書」研究などは一つのブームともなっている。 
 第四編で取り上げられた宮島誠一郎に関する研究もこれまで著者以外にはほとんど研究
がないものであり，その学術的価値は極めて高いものがある。 
 以上、本論文は学界に裨益すること大であり、よって、本論文は博士論文として価値てん
あるものと認める。 
